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１. まえがき 

 近年建設現場熟練工の不足のため、道路橋床板工事の省力化は勿論、

プレキャスト床板の工場製作時も省力化が求められている。その際スポ

ット溶接を用いることにより、予め工場で溶接鉄筋網を製作しプレハブ

化を行うと非常に扱いやすくなり問題は大きく改善されると考えられる。

しかしながら、溶接鉄筋網の疲労強度に対するデータが少ない。 

そこで本研究は溶接鉄筋の疲労強度を知るため、接着強度および溶接

時間に関係すると考えられる溶接溶け込み深さおよび鉄筋径の組み合わ

せに着目し、異形鉄筋のスポット溶接継ぎ手部の引張疲労試験を行うと

ともに、有限要素法により 3 次元応力解析を行い応力集中の程度を明ら

かにした。 

 

２． 実験概要 

疲労試験にはサーボ形疲労試験機を用いた。なお、試験体の種類はい

ずれも SD295，主筋および配力筋はともに D13 である。溶接は面と面

を合わせた状態で行った。試験体の形状を図３に示す。また荷重設定は

下限荷重を０kN、上限荷重を 38.01kN（300MPa），25.34kN（200MPa）

とした。 

 

２．１ 溶接溶け込み深さ 

ここでは溶接溶け込み深さを次の式のように定義した(図３)。 

主筋の径(c)＋配力筋の径(b)―(a) 

計測にはデジタルノギスを用いた。実験に用いた供試体の溶接溶け込み

深さの分布を図４に示す。 

 

２．２ 疲労試験結果 

疲労試験結果を図４に示す。図中の実線は鉄筋素材の設計強度曲線であ

り、本試験結果はほぼそれを満足していることがわかる。図５に溶け込

み深さによって区別した疲労試験結果を示すが、同じ応力範囲の結果を

比較したときに溶け込み深さと疲労寿命との明確な相関は認められない。 
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図１ 試験体の形状 
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図２ 溶接溶け込み深さ 
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図４ 溶け込み深さの分布 
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図５ 溶け込み深さによる比較 
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図４ 疲労試験結果 

図３ 溶接溶け込み深さの分布 



図７ 交差部からの距離 

３．解析 

軸十字型に溶接接合した異形鉄筋である供試体の１/４をモデル化し、３

次元要素解析を行った。 

主筋×配力筋：D13×D13 について解析を行った結果を図６に示す。縦軸

は応力集中係数、横軸は主筋と配力筋が溶接により接合した配力筋の端

部よりの距離であり、交差部からの距離と定義する(図７)。応力集中は

交差部から 1cm ほどの位置で小さくなっている。そこで、交差部から

0.5cm までの区間を拡大して D13×D13, D25×D13 について溶け込み深さ

を変えて解析した結果を図８に示す。いずれのモデルについても応力集

中係数に溶け込み深さが与える影響は小さいことがわかる。 

図９に溶け込み深さを 3cm と同じにし鉄筋径の組み合わせを変えて解析

した結果を示す。図より主筋径を大きくした場合には最大応力集中係数は

ほぼ同程度であるけれども配力筋径を大きくした場合,最大応力集中係数

は大きく上昇していることが分かる。 

 

４．まとめ 

（１）スポット溶接を施した継ぎ手部の疲労強度は鉄筋素材の設計強度曲線をほぼ満足していた。 

（２）主筋×配力筋 D13×D13 である試験体に対し、実験および解析の両方から検討したところ、溶接溶け込

み深さと疲労強度との間には明確な関係は見られなかった。 

（３）主筋と配力筋の組み合わせにより応力集中の程度は大きく異なることがわかった。 
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（a）D13×D13 モデル （b）D25×D13 モデル 
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図８溶け込み深さの影響 
図９鉄筋径の組み合わせの影響 
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図６ 交差部から 
5cm までの応力集中係数 
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